
電気学会 産業応用部門

英文誌発刊説明会

部門長

玉井伸三

２０１１年９月７日



電気学会産業応用部門の歴史と将来
 1884年 米IEEE (the Institute of Electrical and Electronics Engineers)前身創
設

 1888年（明治２１年）電氣學會創立初代会長：榎本武揚
– ベル、エジソンの時代：電話、電力インフラの整備

 1987年（昭和６２年）

–産業応用部門、電力ｴﾈﾙｷﾞｰ部門から分離独立
 2010年電気学会会員数：23550人

 産業応用部門:6300人（上向き）
 2010年論文数 １６５、内英文１８
 日本：人口減少、国内ＧＤＰ頭打ち

 世界６９億人

 世界を見れば電気技術応用の将来は明るい！



なぜ今英文誌なのか
 電気学会の世界の中でのステイタス向上
 海外からの検索を容易に
 アジアからの投稿の促進
 会員に発表の目的による選択肢を与える

 ＳＣＩ登録を目指します
– SCI (Science Citation Index expand)

– トムソンロイター社の学術雑誌データベース

– サイテーション・インデックス（引用索引）による論文誌評価

• 引用（サイテーション）とは、科学的なアイデアの関連性を象徴する
ものです。研究者が論文中で引用する参考文献の情報は、その研
究と科学文献のアーカイブ内の先行業績がどのように結び付いてい
るかを明示していいます。 (ﾄﾑｿﾝﾛｲﾀｰ社HPより)



インパクトファクターとは
 SCIに登録された雑誌で、評価する年の前の2年間に参考文
献として引用された数値の平均値。

 2009年のインパクトファクター例
– A＝2007年、2008年に雑誌Pに掲載された論文が2009年中に引用され
た回数
B＝2007年、2008年に雑誌Pが掲載した論文数
雑誌Pの2009年のインパクトファクター＝A／B 

 同一分野間では論文誌の評価指標となりうる
– 分野、文化の異なる論文間では比較困難

 Bestの指標では無いかも知れないが、Betterな指標
 電気学会英文誌：ＳＣＩ登録済み

– ＪｏｈｎＷｅｉｌｅｙ社との契約、論文数の制限

 部門誌：過去に登録申請したが、不採用
– Thomson Reuterは英文誌を強く勧めている

 電子出版だとリンクを張ってくれる
 実績作りが必要だが登録は特に難しくない
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電子情報通信学会

電気学会

実例紹介



産業応用部門は
英文誌発刊を目指します

英文投稿をどんどんお願いします。

会員全員で英文誌を育てていこう！



産業応用部門
英文論文誌発刊に向けて

副部門長（編修広報委員会委員長）

英文誌検討委員会委員長

大石 潔
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電気学会主催の国際会議発表論文の投稿
先を電気学会論文誌にする。

電気学会主催の国際会議論文の著作権を
電気学会が常に持つ。

世界から良い論文をたくさん電気学会D部
門誌に投稿してもらい、掲載する。

電気学会D部門誌の論文を他の英文論文
誌に多く引用してもらう。



来年度（２０１２年度）の電気学会総会後に、
７月号から隔月号で開始予定。（１月、３月、
５月、７月、９月、１１月） 論文数が増えてき
た段階で、毎月の発行とする。

英文論文誌は、電子ジャーナルを基本とする。

英文論文誌の電子ジャーナルは、当面（3年

間ほど）オープンアクセスを予定。誰でも無料
で論文をダウンロードできる。→読者・引用
数を増やす。



掲載決定後に、JJAP（応用物理学会）と同

様に、論文のネイティブチェック（現在の
Abstractをチェックしている会社を予定）を、
有料で（選択制）で行える様にする予定。

（６頁で２万円程度）

 SCI登録ができるまで、特集号を年４回ほど

企画する予定。特集号では、著名な方や外
国研究者に論文投稿をお願いする。毎特集
号に３編程度執筆をして頂く予定。



特集号の現時点の案（予定）

・2012年7月号：パワーエレクトロニクス特集号

（2011年日韓パワーエレクトロニクスワークショップ
の特集号）

・2012年11月号：モータドライブ特集号

・2013年 1月号：モーションコントロール特集号
（2012年3月の産業計測制御研究会の特集号）

・2013年 5月号：未定（立候補待ち）

・2013年7月号：パワーエレクトロニクス特集号



電子情報通信学会では

・１９９１年から、４部門誌とも、邦文論文
誌と完全併行で、英文論文誌を発行。
・１９９７年から、４部門誌ともSCI登録。
・１９９９年から、電子ジャーナル発行。

・２００１年頃から、邦文論文誌の頁数よ
り英文論文誌の頁数が上回る。現在は、
２～３倍の頁数になっている。



 Impact Factorは0.2～0.4の間で推移。IFを
上げる対策は特に行っていない。

（D部門としては、IFを上げる努力をします
ので、ご協力をお願いします。）

英文誌の採択率は約35～40％、邦文誌は
約50％。

電子ジャーナルのアクセス数は、

邦文誌が4000～5000程度

英文誌は2000～3000程度



電気学会D部門英文論文誌を、
世界のどこでも、
誰でもいつでも、

読まれるようにしましょう！


